【活動報告】多文化共生研究所と大学院教育の連携--2018年度の取り組み・愛知県立大学大学院学生企画「国際文化研究科ポスター発表会」 by 亀井 伸孝 & 木戸 志緒子
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ていただいた。準備段階では、2018 年 10 月 15 日より募
集を開始し ( 図 1)、国際文化研究科在籍生に限らず、他の
研究科の院生、休学中の院生、修了生など本学大学院関係
者全体に広く募集し、以下 9 名が参加した。
請川 真弓＊ ( 国際文化 M1)「フランスにおける
　移民系児童のための ELCO 政策の変容と存在意義」 
岡崎 雅子 ( 国際文化 M2)「古代メキシコ「戦士の家」
　再考 　現地調査報告」 
加藤 希 ( 日本文化 M1) 
　「「天の浮橋」から「夢の浮橋」へ」 
木戸 志緒子＊ ( 国際文化 M2)「異文化間教育の視点
　から見たホーム ステイプログラムのあり方
　―寮生活を 送る留学生の週末滞在に着目して―」
香村 彩 ( 日本文化 M1) 
　「日本古典文学における十五夜の文学史」
杜 建金＊ ( 国際文化 M1) 
　「中国大陸の言語および辞書の比較」 
永坂 百花 ( 国際文化 M1) 
　「メキシコの骸骨版画」 
日丸 美彦 ( 国際文化 D 単位取得退学 )
  「ルソン島山岳地域ハパオ村の収穫儀礼 
    綱引きプンノックの復活」 
山﨑 梨央 ( 国際文化 M2)「フォホーを踊る人々
  ―在日ブラジル人の文化実践―」
＊は「国際文化特殊演習 b」実践課題発表を兼ねる
　2018 年 11 月 12 日より開催について学内掲示及びユニ
パによる告知をして当日を迎えた。










い                   
•  Ａ０というポスターは初めて見たが、会場に合っていて良
かった
高校生 学部生 院生 教員 職員 一般
1 4 9 13 2 1
表 1. 来場者数 ( 計 30 人 )
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  ※開催日年 月 日金（祝日ですが講義のある日です）
  ※開催時間時～時（入退出自由、発表者は都合に合わせて発表
  ※場 所：(
  ※参加資格：愛知県立大学大学院の方ならどなたでも参加できます
        国際文化研究科以外の方、休学中の方、卒業生の方もＯＫ
※参加費：無料 飲み物やお菓子の差し入れ歓迎！







   ☆スタッフ同時募集中！☆


            
  
   ☆当日都合のつかない方はポスター掲示のみの参加も可能です☆ 




























図 3. 会場の様子 ( 実行委員撮影 )
